
1次の申請期限は5月12日（火） 17:00まで！

製造業

・営業部門と製造部門の間での情報共有が
行え、進捗を見える化します

・お客様からの要望やクレームを即座に共有
し、対応完了までの状況を細かく把握する
ことでお客様の満足度向上に役立てます

卸・小売業

・案件に関わる人々や関連会社の人脈情報な
ど、担当者の頭の中にある情報をデータ
ベース化します

・自分に関係する企業・人・案件に何かアク
ションがあった場合自動でメッセージ発信
します

設備工事業

・営業のスケジュール管理だけでなく、現場
担当者の予定や報告事項をリアルタイムで
共有します

・保守点検の時期を登録することでアラート
を表示し抜け漏れを防ぎます

・蓄積された顧客情報・商談情報をセグメン
ト分けして抽出。「ターゲットリスト」の
マップ表示が可能。

・紙やExcel、基幹システムなど、散在して
いた顧客情報を一元化できます。
営業だけが持っていた情報をクラウド上に
蓄積・集約します

LPガス販売事業

も補助金の対象です！

最大150万円補助されます

自社の課題・ニーズに合わせて様々な業種・組織形態でご活用いただけます！

サービス等生産性向上IT導入支援事業

デジタル化・AI導入補助金2026

（※通常枠 案件総額の1/2 を想定）



申請期間内に補助事業者の情報を基にIT導入支援事業者を通じて申請を行います。
後日事務局より交付が決定し、納入期限が決定されます。
製品サービスが導入されると先に導入業者へ導入費用の支払いが必要となります。
その後実績報告を行い、補助金が交付されます。

＜開発元・お問合せ＞

IT導入補助金の申請の流れ

実施者

交付申請

弊社が申請の
お手伝いを
します

時期 手続きの内容

契約・販売・導入
（証憑の準備）

実績
報告

認

補助事業者
(貴社)

InfoFarm
(導入業者)

申請締切

交付決定日
～
事業終了

後日
交付決定通知

交付決定時は貴社に
書面で通知されます

交付決定前に契約
したものは、補助
“対象外“となります
領収書等の証憑は
実績報告で提出します

※IT補助金の詳細については、下記のURLを参照ください。

URL:https://it-shien.smrj.go.jp/applicant/subsidy/normal/

・本体価格
・クラウドサービスの導入、初期費用
・クラウドサービスにおける契約記載の運用開始（導入）から2年分のサービス利用料
・インストールに関する費用
・必要なミドルウェアのインストール費用
・動作確認費用
・導入に伴う教育、操作指導、事業計画に関わるコンサル費
・契約記載の運用開始日から2年分の問合せ＆サポート保守費用

【例】
戦略箱ADVANCEDクラウド導入 20ユーザの場合（納品日から2年間が補助対象）
導入支援：1,000,000円、ランニング（2年分）：1,920,000円 総額：2,920,000円

IT導入補助金の対象となるもの【戦略箱ADVANCED導入の場合】

事前準備
※

※交付申請前に「gBizID プライム」を取得し「みらデジ経営チェック」、「SECURITY ACTION宣言」が必要となります。

補助事業者
(貴社)

岐阜本社 〒501-6123 岐阜県岐阜市柳津町流通センター1丁目8‐4
TEL 058-279-5732 FAX 058-279-0397
URL https://infofarm-products.jp/senryaku/ 

2分の1の 146万円 が補助の対象となり、146万円で導入できます
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